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「オークション」 ＴＯＦの月 

２月第１例会 ２月 13日(木） ＹＭＣＡ会議室 

 今月は TOF の月、例会場をいつものラ・スース

から代官町のYMCA３階の会議室に移し、世界の 

飢えに苦しむ人々に思いを馳せ、食事を抜いてその 

費用を捧げ、平和を祈る月である。 

 今月の担当の杉山

君は前日の国府宮裸

まつりで神男を引っ

張りあげる役をして

風邪をひき声もでな

い状態で、皆の顔をみ

てリタイア、切り干し

大根は今年もちゃんと持ってきてあった。 

 司会進行は鈴木孝幸君、諸報告のあと４月に予定

されているメネット事業の障がい者アート展「アー

ル・ブリュットアート名古屋展」の説明と協力の呼

びかけが名古屋クラブの谷川修君からあり、第２例

会でさらに協力の検討をすすめることとした。 

 オークションはメンバーの高齢化に伴い提供品

の数が減ってきたこと、２月の寒さで出席が少なく 

とんとん拍子で売りさばく矢場とんの進行であっ

と言う間に売り切った。（提供品数：55） 

オークションポイント 

   提供ポイント・買い上げポイント・合計 

浅野君    2000   400   2400 

柴田君    2000   1600   3600 

杉山君    7000      0   7000 

鈴木孝君   5300   4200   9500 

野村君    3500   1200   4700 

橋爪君    3000   700   3700 

長谷川君     0   2100   2100 

東田君      0     850    850 

松本君    4000    1250   5250 

八木君    5500    1200   6700 

山田君    2500    1550   4050 

山村君    1000    1700   2700 

（谷川君・名古屋ク）  1000（2000円お買い上げ） 

＊売上合計 35,500円（特別会計へ） 

 杉山君の「切り干し大根」矢場とんの「豚肉の切

り落とし・ロース・ベーコン」松本メネットの「手

作りケーキ」など大好評でじゃんけんでの勝負とな

る場面もあった。 

     会長メッセージ ⑨  

 会長 山村喜久               

2013~2014年度 

 会長主題 

「何にでも challenge」 

 

3月 8～9日に西日本区の次期会長・主査研修会 

が行われます。私は次期中部部長の大西さん（四日

市）から YMCA サービス・ユース中部主査をお願

いしたいと指名されました。言うまでもなくワイズ 

はYMCAの良きパートナーとしての働きを期待さ 

れています。YMCA サービス・ユース事業はワイ

ズメンズクラブにとって何より大事な仕事である

と思います。新しい家庭をもち、仕事もあり、そし 

てワイズもと次年度も大忙しの一年となりそうで

すが出来る限り頑張るつもりでいます。皆さんのご 

協力があってはじめてやれそうだなと思っていま

す。よろしくお願いします。 

 主査としての大きなプロジェクトはYYフォーラ

ムです。どんなテーマでやろうか、と今から悩みの 

中に考えあぐねております。良いアイデアがありま 

したら教えてください。 

 ワイズが YMCA と協働するプログラムの「チャ

リティラン」、「クリスマスキャロル」、「ピースフル

サンデー」は勿論のこと、「3.11 を忘れないチャリ

ティウォーク」「南山夏まつり」などに力を入れ、

我が東海クラブが協賛する「平和の使者クリスマス

カードコンテスト」、そして「秋・春の根の上まつ

り」には全力を傾けてサポートします。 

 ユースの育成は YMCA の将来を担う次世代の若

者が育つためにワイズは最大の努力が必要です。南

山クラブが取り組むリーダーとの交わり、インター

アクトクラブのサポート、グランパスクラブのキャ

ンプリーダーへのサポートなど、また昨年四日市ク

ラブが送り出した STEP やユースコンボケーショ

ンへのリーダーの派遣などにも取り組みたい。 

谷川修君（名古屋クラブ） 

東田さん、じゃんけんで矢場

とんの豚ロースをゲット 
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 ２月第２例会報告 20日（木）19：00～21：00 

名古屋YMCA会議室 出席 6名 ゲスト池野君  

①３月の予定：第１例会：３月 13日(木)ラ・スース 

  担当：橋爪良和君 入会式：池野輝昭君 

  卓話「文は縁なり」 

  講師：鈴木笑子氏（㈱エミック・イー代表） 

 第２例会：３月 20日(木)YMCA会議室 

②西日本区次期会長・主査研修会：３月 8・9日 

  新大阪チサンホテル 松本次期会長出席 

中部第２回評議会：３月 21日（祝）13：00～ 

  名古屋YMCA会議室 会長・主査出席 

③昨年８月の奈良クラブ納涼例会会場の「三笠」 

 から返金された25,000円を特別会計ファンドに。 

 杉山・鈴木一・橋爪・八木・山村各君に point。 

④４月の予定： 

 第２回チャリティウォーク「3.11を忘れない」： 

  地下鉄野並駅～神沢・徳重（YMCA保育園） 

  保育園の完成披露にあわせ４月５日(土) 

第１例会４月 10日 担当鈴木一君 

メネット事業「アール・ブリュットアート展」 

  ４月 22～27 日 名古屋市民ギャラリー栄（中

区役所８階） 

⑤第 17回西日本区大会(岩国)の登録申込について 

 クラブ単位で登録するので３月第２例会までに 

 書記の八木武志君へ申込用紙に記入し提出。 

 

メネット女子会親睦会のお誘い 

 先月のブリテンでもお伝えしましたが、今まで 

メネット女子会は平日の昼に開いていました。名

古屋東海クラブのメネット会としては、残念なが

ら現在は活動しておりません。しかし、親睦と楽

しみを兼ねて、女子会と銘打ってお食事会などの

集まりを不定期でもっています。 

 来月４月は、平日昼に出かけられない方にもご

出席いただけるよう、土日の昼か夜に集まろうと

いうことになりました。つきましては、３月中に、

メネットの皆様に都合の良い日や諸々のアンケー 

トを送らせていただきますので、ご協力いただけ 

ますと幸いです。日程といたしましては４月 12日 

(土)、13日（日）、19日（土）、20日（日）の中で 

決めたいと思っています。美味しいものを食べて、 

楽しい時間を過ごせたら、と願っています。 

 どうぞよろしくお願いいたします。 

            （松本淳子・記） 

 

中部ＥＭＣ200に向けて仲間をふやそう！ 

  名古屋東海クラブ自己診断Ｐの結果から 

 １月 18日（土）に開催された「中部ＥＭＣシン

ポジュウム」で発題を

求められた。まさに中

部の課題は東海クラ

ブの課題でもある。 

そこで、昨年８月に行

ったクラブ自己診断

プログラムの結果報告を取り上げることにした。 

 このプログラムは共通の現状認識をもって、将

来の課題や方向を導き、今取り組める方策を探る 

目的で行ったものである。６分野 30項目について 

参加したクラブ員の率直な評定で全体像が見えて 

きた。ポイントは以下の通りである。 

①あまり深く考えず直観で、クラブとしてどうか 

で判断、14名の回答を集約し基礎データとした。 

②例会については第１、第２例会共に、工夫と節 

度をもって運営されているが、卓話講師の確保や 

ビジターへのもてなしや対応、クラブ紹介資料の 

不十分さが浮かび上がった。 

③クラブ役員等の役割分担、計画的な養成、およ

びメネット事業支援体制、同時にクラブでの人材 

育成への投資の遅れ、ファンド活動に人的偏りが 

でていると指摘された。 

④別項目の人材育成が最大の弱点としてクローズ 

アップされた。人材計画の不備、新規入会者への 

サポート、若い会員の育成基金の保有などが要因。 

⑤YMCA 理解と協力の項で

は、関心も高く参加も活発

で高い貢献度が認められる。 

⑥一方で地域奉仕活動やユ

ースリーダーサポートとい

う点は調査結果からは不明である。 

⑦東海クラブでは、この結果に基づく検討はまだ

不十分で今後ぜひ詰めていきたい。 

・直近の入会者の声などはこのプログラムでは測

り得なかった。 

・クラブで人を育てることと活動を楽しむことと

の協調を図ること。 

・入会、退会の決め手となった理由を理解する。 

・趣味や関心の多様化、高齢化の進展の背景を理

解して今後のクラブを展望する。 

以上、一人一人の会員の尊重と新入会員への心配

りを大切にし、なぜ今仲間を増やすのか話し合い 

クラブビジョンづくりに努めたい。（長谷川和宏） 
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お誕生日おめでとうございます 

    （今月は該当者なし） 

  ※  ※  ※  ※  ※  ※ 

今月の西日本区強調月間 

    ＥＦ・ＪＷＦ 

「クラブやあなたのアニバーサリーの思い出・気持 

ちを献金にこめて、ワイズダム発展に協力しまし 

ょう。」  西日本区ファンド事業主任 

長壽和子さん（岡山クラブ） 

  ※  ※  ※  ※  ※  ※ 

東海だより 

 東日本大震災から３年、「決して忘れない」と多 

くの人達が心に誓ったけれど、日常の生活のなかで 

はともすれば何もなかったように過ごしています。 

次期会長研修会の直前のことでした。あの衝撃は今 

も思い出されます。仙台、盛岡のＹＭＣAでは支援 

活動が続いています。私たちは「決して忘れてはい 

けない」のです。    （八木武志） 

◆３年がたちました。災害地は復興から復活の時な 

のに、足元での遅れが目立ちます。日本はあの経験 

から大切なものは何かを学んだはずなのに、今再び 

経済を人質にとった、為政者のごり押しがまかり通 

っています。最近の一連の世の中の動きは、少なく 

とも「戦争ができる国」への体制固めが進んでいる 

ように、私には思えます。時代は曲がり角にありま 

す。         （橋爪良和） 

＜話はオリンピック＞ 

◆真央ちゃんのフリーの演技に日本中が感動した

ソチ五輪も終わりました。感動したのは、スキーの

クロカンでロシアの選手が転倒し、板を折りながら

懸命に滑っているとカナダのコーチが駆け寄り、ス

キー板を貸しあたえ「私の妻も以前同じ競技でスト

ックを折り、ノルウェーのコーチに助けられ銀メダ

ルをとった」と。   （浅野猛雄） 

◆予想通りテレビに釘付け、睡眠不足の２週間、改 

めてスポーツって凄いなと思い、素晴らしいと感じ 

た。予期しない意図しない展開と結末、緻密に計画 

された作戦、訓練が勝利の方程式だからなのか。 

今度はパラリンピック、物騒な世相に埋没しない、 

怪しげな日常のなかでキラリと光る大会を期待す 

るばかりである。体育系だからかな。（長谷川和宏） 
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Fund 

 

Point 

 

1 浅井 秀明 広義会員  

2 浅野 猛雄 ○ ○    2,800 

3 池野 輝昭  G     

4 遠藤 彰一      1,200 

5 柴田洋治郎 ○      4,000 

6 杉山 敏雄 ○     15,000 

7 鈴木 一弘 M      5,000 

8 鈴木 孝幸 ○     11,900 

 9 野村 秋博 ◎      5,700 

10 橋爪 良和 ○ ○    10,300 

11 長谷川和宏 ○ ○     2,300 

12 服部 敏久       

13 東田 美保 ○ ○     1,450 

14 深川 直       1,200 

15 松本 勝 ◎      5,650 

16 八木 武志 ○ ○    12,300 

17 山田 英次 ○      5,050 

18 山村 喜久 ○ ○    10,300 

 コメット他       

 メネット ２      

 ゲスト １ １     

◆2013～2014年度クラブ役員 

会 長：山村喜久 副会長：松本 勝 書記：八木

武志 直前会長：鈴木一弘 一般会計：浅野猛雄 

特別会計：橋爪良和 会計監査：（直前会長） 

連絡主事：東田美保 メール委員：八木武志 

YMCAサービス・ユース：野村秋博・山田英次 

ＥＭＣ：鈴木孝幸・深川 直  地域奉仕・環境：

柴田洋治郎  ファンド：遠藤彰一・（伊藤貴久） 

交流：服部敏久・橋爪良和（奈良）・杉山敏雄（御

殿場） 広報・ブリテン編集：長谷川和宏・深川 

直・八木武志  （発送）：浅野猛雄・長谷川和宏 

根の上担当：山村喜久・浅野猛雄・杉山敏雄・八木

武志  メネット連絡員：松本淳子 

 

◆西日本区委員・中部役員 

メネット事業委員：野村靖子 ワイズメンズワール

ド編集委員長：野村秋博 区組織検討安全対策委

員：鈴木孝幸 中部地域奉仕事業主査：鈴木一弘

                                                 


